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裏

稲

証
講

吋
訴

饂

肝

給
食
セ
ン
タ
ー
建
替
え
問
題
で
二

分
さ
れ
い
る
。
そ
の
原
因‐
は
給
食

セ
ン
タ
■
の
提
え
方
な
の
で
す
。

一
‐給‐橋鉢
セ‐町
燿
知

‐‐町
麟
鰹
詢
麟
爛
康

避
難
者
に
温
・か
い
食
べ
物
を
提
供

で
き
る
よ
う
に
ｔ
た
い
」
と
言
っ

て
当
選
し
ま
し
た
。
今
は
国
■
県

が
推
奨
し
始
め
た
の

―です
。一
内
閣

と
文
部
省
の
連
名
で
国
と
県‐
が

Ｌ
給
食
セ
ン
タ
ー
は
避
難
所
の
そ

ば
に
作
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
」
と
推
奨
２
記
に
記
載
）
し
た
の

で
す
。
反
対
し
て
い
る
議
員
、
町

民
は
給
食
セ
ン
タ
ー
を
た
だ
の
子

供
の
た
め
の
プ
ロ
ジ

エ
タ
ト‐
と
考

ぇ
て
い
る
が
、
橋
本
町
長
の
構
想

は
全
町
民
に
関
わ
る
プ
ラ
ン
‐で

す
。
幸
い
、
ふ
れ
プ
ラ
周
辺
に
は

駆い融Ⅷぽ鵠財一熱猜嚇戦オ

ー
パ
ー
、
ド
ラ
ツ
グ
ス
ト
ア
ー
ず

コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
等
災
書
時
に

は
必
要
な
店
が
揃

つ
て
い
ま
す
「

町
の
申
心
に
給
食
セ
ン
タ
ー
が

あ
ら
て
、
被
災
時
に
は
温
か
い
食

べ
物
を
供
給
で
き
れ
ば
町
民
は
ど

れ
ほ
ど
安
心
で
き
る
事
で
し
よ

う
。
私
た
ち
は
町
の
真
ん
中
の
ふ

れ
プ
ラ
避
難
所
〓
隣
に
で
き
る
絵

食
セ
ン
タ
ト

・
全
町
民
の
避
難
所

と
し
て
活
用
す
べ
ぎ
と
町
民
に
一訴

競嘱い雌封ゲ願樹嚇韻罐ぎ販

を
理
解
せ
ず
金
が
か
か
る
と
の
一

点
張
り
で
す
。■
国
が
進
め
る
自
然

災
害
に
備
え
る
方
針
を
取

‐‐
り
・入
れ

る
に
は
時
間
む
か
か
り
ま
す
■
一
・

貯鍵
資セ‐鯖
健
鐸

．

．雌鞭獅峰とシ員‐籐嚇鷲警町

■
　
を
広
げ
、
時
に
は
議
会
の

傍
聴
席
の
は
と
ん
ど
を
反
対

派
で
占
め
、
私
の
賛
成
討
論
に

も
、
「お
い
野
田
、
表
に
出
ろ
」

一な
ど
と
も
ヤ
ジ
ら
れ
ま
し
た
。

一町
が
地
方
債
一（一国
の
お
金
）

を
使

っ
て
事
業
を
行
う
の
は
、

国
が
地
方
へ
の
投
資
す
る
こ

り‐と鮮
霜
孵膊
嘗
ナ

強い劇雉℃讚

禁

雌銀嘘が量が％購費軸噸げ

酸教加“微卿噌は級
‐来の働

潮
鰺
戦雛
籍聯
鶴牛

一

難
離］輸
罐
彎

だ
か
ら
地
盤
を
改
良
す
べ
き

な
の
で
す
。

撻
屋
轟
耗
成環

み
０
コ
ス
‐卜
‐で建
設
す
べ
き
　
．
．

轟
紳
榊
翡
鉾
獅
鞠
釉
蔚
」

綱
毬
¨
証

．

査
結
果
」
は
責
任
を
伴
わ
な
い
調
・

査
ゃ
だ
が
議
員
の
議
会
で
の
発
言

は
、
責
任
を
伴
う
。
令
和
元
年
か
ら

３
年
度
の
物
価
上
昇
前
の
数
値
と
、

物
価
上
昇
中
の
今
の
数
値
の
比
較

な
ど
し
て
も
無
意
味
。
誰
も
責
任
を

越

訃理

は

あ

他
の
市
町
の
教
育
機
関
に
″
■
ル
一

無
視
で
踏
み
込
み
、
精
査
な
し
の
情

雄

如輩

望

霙

雌藉
鰈
輔Ｌ
鞠
鱗
齢

嫌一一い一纂酔購鮮恥鴨鶴電群蜻押で

担鉾‐ミ‐し‐″獄轟紡崎ぃ。　―町も自一■．

一反
対
す
る
為
の
う
く
り
鷹
ば
か
リ

●
反
対
派
の
チ
ラ
シ
の
水
に
浮
．ぐ
．

を
埋
立
て
る
と
こ
ろ
を
毎
日
見
て

朦
巫
ｍ
・

０‐ら織かた璃嚇晦膿車‐ぁ‥％嚇ちゲ一

年
前
に
着‥
手
し
た，ふ
れ
プ
ラ
と
同

韓嚇噛動鴫梯幅は峻颯塑榊剛

説
明
。

１
．

一

反
対
派
は

「・盤
一億
円
な
ど
金
を
か
け
一

る
必
．要
な
い
。
一成
田
．市
並
み
の
コ
ス
ト
一

で
建
設
す
べ
き
」
と
反
対
を
強
調
。

反
対
派
議
員
が
発
表
し
た
成
田
で

の
各
学
校
の
給
食
事
情
金
額
調
査
は

（栄
教
育
委
員
会
の
ル
■
ル
無
視
し
た
調
査

。
大

野
情
議
員
、
塚
田
議
墨

は
令

和

元
～

３
年

度
の
物
価
急
騰
前
の
建
設
額
を
成
自

市
で
入
手
「
過
去
の
建
設
費
Ｌ
現
在
の

高
騰
申
の
建
設
費
の
比
・較
な
ど
を
調

螢り‐と輛嬉ほ磁卍
難暉静嚇朴鶏雛

察
を
表
明
し
た
「
・
　
―
・

・

一

　

一
一

一

・
　

　

　

・

ぐ

。絣麟聯
辮一雄鷲

焔畔峨堀孵猜厳コンけの―‐狙醐は

一移
動
せ
よ
。
と
い
う
内
容
。

（野
撻
泰
博
の
説
明
Ｙ

一橋
本
町
長
は
、　
■
給
食
セ
ン
タ
ー

帰
地
な
能
登
‐半
島
地
・震
を
考
一慮
し

要
望
を
し
た
。

↑
終‐私‐礎
致議

‐験
編
韻
驚
吟
雌
姜
れ
群
細
館
館
哺
末
婦
機
動
数
議
難
他
雌
辮

論
を
重
ね
て
い
ま
し
た
が
ヽ
新
町
長
に
な
る
と
前
町
長
時
代
に
賛
成
ｔ

で
い
た
議
決
も
反
対
ｔ
、
多
く
の
案
件
が
宙
に
浮
き
始
め
ま
し
た
。
次

に
選
ば
れ
る
新
議
員
達
に
引
き
継
ぐ
こ
と
も
出
て
き
ま
ｔ
た
一

内閣&県の応援
一で
は
災
書
時
の
体
制
づ
く
■
を
進
め
て
頂
く
よ
‐‐テ
願
い
ま
す
ｏ
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そ
０
後
む
仕
事
で
威
隅
空
港
か
ら
の

出
発
時
に
は
い
つ
も
ワ
タ
フ
ク
し
な
が

ら
海
外
に
向
か
つ
た
。
帰
国
す
る
際
、
九

十
九
里
浜
か
ら
徐
々
に
一高
度
を
さ
げ
、
窓

の
向
こ
う
に
成
田
空
港
が
見
え
る
と
フ

タ
フ
ク
か
ら
ド
キ
ド
キ
に
変
わ
る
。
こ
ん

な
出
入
国
を
繰
り
返
し
、
安
食
の
家
が
ま

す
ま
す
好
き
に
な

つ
て
い

つ
た
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
■
議
員
の
理
由
・

や

っ
て
み
た
い
と
思

つ
た
。
し
か
し
日
本

調
購
な
〓
翼
繋
♂略

鐵
黎
疇
耶
設に鮮
版蝉れ緩

錢
艇諄
厳ト

厳崇けがず
‐し‐‐人‐た‐‐‐の「

3豪孝濯譲話麟繭 鯖

翼響華■|ず

｀
震震      をく1出‐来で らの るが

一類
瞭
け

おラ‐会‐り‐‐け
一け
一絆
蹄
種
轍
睡

外
‐
者

卜
は
絆
・一権

つ転
神
一つ
陥
桟
輪
輝
罐
度
疑
暉
襲
婢
は
穀

の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
違
い
を
そ
の
会
合

，
た
ｏ
栄
町
は
原
発
事
故
現
場
か
ら
“
キ

で
話
し
た
。
数
ケ
月
後
、
仕
事
で
ス
ウ
エ
・・口
危
‐険
な
状
態
に
置
か
れ
た‐‐
ｔ
■
午
後
小

―
デ
ン
に
行
く
時
、
青
木
氏
に
頼
ま
れ
、　
泉
さ
ん
が
■
立
市
で
原
発
反
対
の
集
会

に
つ
い
て
の
話
だ

つ
た
。　
　
　
　
・

旧
民
主
党
菅
直
人
氏
と
の
出
一会
い

一
一罪
し
た
。

一そ
の
姿
を
見
て
・・ヽ．
そ
の
方
の
政

一治
家
と
し
て
の
誠
実
さ
に
私
は
感
動
“

一青
木
茂
さ
ん
は
次
の
会
合
の
時
‐‐、管
直
　
―
●

・

・●
　

・一
　
一
一

人
氏
を
連
れ
て
き
た
ず
私
に
菅
氏
を
紹
介
・・チ

エ
ル
′
ブ
イ
リ
と
ハ
ト
パ
ト
ド
大
学

す
る
為
だ
わ
た
ず
菅
氏
ｔ
青
木
氏
は
、一．穆
・・一・０
関
係
●
一
　
　
一　
一
．
　
　
．．
　

・

大
学
サ
ー
ク
ル
、
コ
椰
摯
♂
椰
い３

２
年
に

一
度

世
界
ツ
ア
ー
を
す
る
。
今
年
は
日
本
に
行
く
、
ア

解

財

編

講

が

短

黎

餐

媚

円
弱
、
子
供
達
が
持
ち
込
ん
だ
新
し
い
ノ
ー
ト
、

鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム
、
画
用
紙
文
房
具
類
な
ど
１
２

０
・聴
集
ま
う
た
も
の
は
全
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
原
発

』

鴨

鵡

緻

⑧

瞥

ス‐ま
誰

器

〓

相
も
映
像
か
ら
消
え
た
。

一　
　
・一　
日
独
書
少
年
交
流
会
通
訳

彗
詢
″
年
　
、―ミ

．
ン
＾
シ
オ
リ
ツ
ゼ

‐ッセ
理
駅
●

．一　
　
　
　
日
独
驚
少
年
佼
流
会
―通
駅
・　
　
　
・・

昭
和
鵜
年
■中
央
大
学
法
学
部
政
槍
学
農
中
　
　
・■

・　
　
　
鐘
ケ
淵
‐化学
入
社
●
一
●
　
一●
一

昭
和
わ
年
　
カ
ネ
カ
ベ
ル
ギ
Ｉ
Ｚ
く

守
‘

ユ
ツ
セ

一
●
　

　̈
■
ル
駐
在
〉
一
　
　
　

　̈
　
・　
　
　
一

昭
和
田
年

■帰
国
後

栄
町
に
編
入

・　
　
一
・

昭
和
６３
年

■日
本
ヽ
キ
ス
ト
に
転
職
一欧
業
一
米
国
（

カ
ナ
ダ
ず
南
米
な
ど
仕
事
重
印
問

平
成
４
年

■
サ
ラ
リ

‐―
マ
ン
を
続
け
な
が

，
■

・
一　
　
　
一栄
町
議
会
議
員
に
当
選

一
■

令
証
２
年
一
栄
町
議
会
議
員
■
難
連
続
当
澪、


